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加東ケーブルビジョンの契約更新について 

１ 概要

  令和６年度末をもって、株式会社オプテージ（イオ光サービス）との伝送路使用契約が満了

することに伴い、令和７年度以降について以下のとおり契約更新を行い、引き続きイオ光サー

ビスの伝送路を使用して自主放送を行う。

平成２７年度から令和６年度 令和７年度から令和１１年度

契約期間 １０年間 ５年間

使用料／年 ９６，８００千円

       ※令和５年度決算額

約３１，０００千円

         ※見積ベース

２ 経緯

平成２年度・・・・・滝野ケーブルコミュニケーション（略称：ＴＣＣ）開局（旧滝野町）

平成１６年度・・・・テレネットやしろ（略称：ＴＮＹ）開局（旧社町）

平成１８年３月・・・加東市合併

平成２０年度・・・・加東市全域サービス開始

平成２７年度・・・・イオ光サービス先行サービス開始（移行期間開始）

平成２９年度・・・・イオ光サービス全面移行

【背景】

当時ＣＡＴＶ整備後二十数年が経ち、放送関連設備の老朽化に伴う不具合が頻発していた。

将来の市の財政負担状況、社会の通信基盤の多様化や社会情勢を検討した結果、公設公営か

ら、通信事業者との協業による民設民営による運営に方針を転換した。

３ 現状

 （１）加入世帯数 ９，６７４世帯（令和６年７月末時点）

（２）イオ光サービスの伝送路使用について 

①現行のＴＶの配信サービス事業は、すべてイオ光サービスを利用している。

②自主放送とテレビ大阪の配信については、イオ光サービスの伝送路を使用し加東市の責務

で行っている。
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 （３）２つのチャンネルを配信  

チャンネル 局  名 形 態

７ｃｈ ＴＶ大阪 再送信

１２ｃｈ 加東ケーブルビジョン 自主放送

※データ放送含む・コミュニティチャンネル（１２１ｃｈ）

・文字放送（１２２ｃｈ）

４ 更新の考え方

昨今のブロードバンド化、Ｚ世代のＴＶ離

れ、誰もが発信・受信できる環境が進むにつ

れ、情報が散見している。 

改めて加東市が発信する情報の信用性、安心

性、ローカル性に目を向け、丁寧な発信を行う

必要があることからＫＣＶ局を継続する。 

ＴＶを媒体とした動画、文字情報をもって、

平時の地域情報から災害時の情報まで、ＫＣＶ

局から発信する。 

５ 今後の検討事案

（１）設備・機材

今回のイオ光サービス伝送路の使用料の減額要因は契約当初（Ｈ２７年度～令和６年度）と

比べ初期のハード費用が不要になったこと（旧ケーブルから光ファイバーへの入れ替え、新エ

リアへのケーブル延長）であるが、昨今の人件費高騰、物価上昇などを鑑みると、今後（令和

１２年度以降）の使用料の増額も見込まれるところである。

あわせて、リースをしているＴＶ機材の更新も必要となってくることから、順次、汎用機に

シフトするなど、適宜、リース使用料及び保守委託料の削減を図る。また文字放送もデータ放

送と機能が類似しており、おくやみ放送や一般利用の頻度を鑑み、運用策を検討していく。

（２）ネット配信

対外的な動画は、現在ＳＮＳ（Ｙｏｕｔｕｂｅ、ＬＩＮＥ、インスタグラム、フェイスブック）

にて発信している。動画コンテンツを増やすことで活性化を図る。 

※コロナ禍 ケーブルＴＶを用いて授業の模様を放送 
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